
■
地
域
中
核
病
院
と
し
て
の
再
生
へ

の
あ
ゆ
み

　

市
立
病
院
は
、
平
成
21
年
度
に
お
い

て
は
医
師
数
が
平
成
15
年
度
に
比
べ
て

３
分
の
２
に
激
減
し
、
不
良
債
務
を
出

す
な
ど
医
療
・
経
営
の
危
機
に
陥
っ
て

い
ま
し
た
の
で
、
ま
ず
再
建
に
と
り
か

か
り
ま
し
た
。
幸
い
、
市
民
の
み
な
さ

ん
、
議
員
、
市
長
を
は
じ
め
と
す
る
市

本
庁
の
理
解
と
病
院
職
員
の
一
丸
と
な

っ
て
の
努
力
に
よ
り
不
良
債
務
を
解
消

す
る
と
と
も
に
、
多
く
の
医
師
の
招

し
ょ
う
へ
い聘

や
最
新
の
医
療
機
器
の
整
備
な
ど
に
よ

り
各
診
療
科
が
再
建
さ
れ
、
高
度
・
専

門
医
療
、
政
策
的
医
療
（
災
害
医
療
・

感
染
医
療
）
な
ど
を
提
供
で
き
る
地
域

中
核
病
院
と
し
て
の
体
制
を
整
え
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

■
中
期
事
業
計
画
の
目
的

　

第
１
期
中
期
事
業
計
画
は
、
田
川
の

地
域
医
療
を
守
る
こ
と
を
基
本
理
念
と

し
て
、
市
立
病
院
の
根
幹
的
な
基
盤
を

整
備
し
直
す
と
と
も
に
、
田
川
で
必
要

と
さ
れ
る
医
療
を
提
供
で
き
る
病
院
に

生
ま
れ
変
わ
る
こ
と
を
目
指
し
て
策
定

さ
れ
ま
し
た
。

　

第
２
期
中
期

事
業
計
画
で
は
、

次
の
ス
テ
ッ
プ

と
し
て
、
市
立

病
院
の
医
療
・

経
営
の
基
盤
を

さ
ら
に
整
備
し
、

再
生
に
向
け
た

取
り
組
み
を
進

め
る
と
と
も
に
、

田
川
地
域
に
お

け
る
地
域
中
核

病
院
と
し
て
の
役
割
を
果
た
す
こ
と
に

主
体
が
お
か
れ
て
い
ま
す
。

　

第
２
期
中
期
事
業
計
画
に
掲
げ
た
目

的
は
４
つ
あ
り
ま
す
。
第
１
は
、
市
立

病
院
に
お
け
る
医
療
の
質
（「
診
療
」、

「
患
者
サ
ー
ビ
ス
」、「
経
営
」の
３
本
柱
）

を
向
上
さ
せ
、市
民
の
み
な
さ
ん
が「
質

が
高
く
安
心
で
き
る
医
療
を
、
気
持
よ

く
、
安
価
に
受
け
ら
れ
る
」
よ
う
に
す

る
こ
と
で
す
。
第
２
は
、
地
域
中
核
病

院
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
、
田
川
地

域
の
医
療
環
境
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
で

す
。
第
３
は
、
田
川
保
健
医
療
圏
内
で

の
地
域
完
結
型
医
療
を
実
現
す
る
こ
と

で
す
。
最
後
は
、
団
塊
の
世
代
が
後
期

高
齢
者
と
な
る
２
０
２
５
年
（
平
成
37

年
）
に
向
け
、
国
が
進
め
る
医
療
改
革

に
対
応
す
る
こ
と
で
す
。

■
基
本
理
念
と
役
割

　

第
２
期
中
期
事
業
計
画
の
基
本
理
念

は
、
図
１
に
示
す
と
お
り
で
す
。
第
１

期
と
異
な
る
と
こ
ろ
は
、
下
線
を
引
い

た
部
分
で
す
。
第
１
期
で
は
市
立
病
院

の
再
生
が
至
上
命
題
で
し
た
が
、
第
２

期
で
は
、
市
立
病
院
の
再
生
を
よ
り
確

実
な
も
の
に
す
る
と
と
も
に
、
医
療
の

質
を
高
め
地
域
中
核
病
院
と
し
て
の
役

割
を
果
た
す
こ
と
を
目
指
し
ま
す
。

　

第
１
期
の
ビ
ジ
ョ
ン
は
“
日
本
の
医

療
再
生
は
田
川
か
ら
”
で
し
た
が
、
第

２
期
で
は
“
地
方
の
医
療
創
生
は
田
川

か
ら
”
を
掲
げ
ま
し
た
。
市
立
病
院
は
、

全
国
的
に
見
て
も
地
方
の
医
療
課
題
を

重
く
背
負
う
病
院
で
あ
り
、
今
後
も
存

続
し
て
い
く
た
め
に
は
、
常
に
地
方
の

諸
課
題
に
向
き
合
い
つ
つ
新
た
な
も
の

を
創
造
し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま

す
。
市
立
病
院
の
役
割
に
つ
い
て
は
、

　

10
月
21
日
、
田
川
青
少
年
文
化
ホ
ー

ル
で
、
今
回
で
５
回
目
と
な
る
市
民
公

開
講
座
が
開
催
さ
れ
、
２
１
０
人
が
参

加
し
ま
し
た
。

が
ん
と
向
き
合
う

　

我
が
国
を
代
表
す
る
肺
腫
瘍
の
権
威

で
あ
る
九
州
大
学
大
学
院
呼
吸
器
内
科

学
分
野
の
中な

か
に
し西

洋よ
う
い
ち一

教
授
が
、
が
ん
の

予
防
と
治
療
に
関
す
る
最
新
知
見
に
つ

い
て
特
別
講
演
を
行
い
ま
し
た
。

　

中
西
教
授
は
、
が
ん
は
、
日
本
人
の

２
人
に
１
人
が
か
か
る
身
近
な
病
気
で

あ
る
こ
と
を
説
明
。
が
ん
を
特
別
視
す

る
の
で
は
な
く
、
正
し
い
知
識
で
正
し

い
対
応
を
行
う
こ
と
の
重
要
性
を
訴
え

ま
し
た
。

　

ま
た
、
が
ん
治
療
は
、
近
年
、
医
学

の
発
展
や
技
術
の
向
上
に
よ
っ
て
、
患

者
さ
ん
に
対
し
て
よ
り
安
全
に
、
よ
り

有
効
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る

こ
と
を
解
説
。
が
ん
に
は
大
き
く
３
つ

の
治
療
法
が
あ
り
、
外
科
療
法
で
は
患

者
さ
ん
へ
の
負
担
が
少
な
い
内
視
鏡
手

従
来
の
６
項
目
に
２
項
目
を
加
え
ま
し

た
が
、
こ
れ
ら
は
国
の
医
療
改
革
に
対

応
す
る
も
の
で
す
（
図
１
参
照
）。

■
外
部
環
境
調
査
と
内
部
環
境
調
査

　

平
成
26
年
度
か
ら
２
０
２
５
年
（
平

成
37
年
）
に
向
け
た
国
の
医
療
改
革
が

開
始
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
㈱
三
菱
総
合

研
究
所
に
外
部
環
境
調
査
を
依
頼
し
、

田
川
、
飯
塚
、
直
鞍
お
よ
び
京
築
の
４

保
健
医
療
圏
に
お
け
る
平
成
42
年
ま
で

の
医
療
・
保
健
環
境
、
医
療
・
介
護
の

需
要
供
給
、
疾
患
別
患
者
需
要
・
供
給
、

将
来
病
床
数
な
ど
の
調
査
を
行
い
、
他

の
外
部
環
境
調
査
を
交
え
て
今
後
の
課

題
を
抽
出
し
ま
し
た
。
あ
わ
せ
て
、
内

部
環
境
調
査
で
は
、
過
去
４
年
間
に
お

け
る
市
立
病
院
の
医
療
・
経
営
状
況
を

詳
細
に
調
査
し
、
今
後
の
課
題
を
抽
出

し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
調
査
の
中
で
、
平
成
42
年

で
は
、
田
川
保
健
医
療
圏
の
人
口
は
20

％
程
度
減
少
す
る
見
込
み
で
す
が
、
患

者
数
で
見
る
と
、
入
院
が
微
減
、
外
来

が
約
10
％
減
少
に
と
ど
ま
り
、
ま
た
、

必
要
病
床
数
に
つ
い
て
は
急
性
期
病
床

で
は
２
２
０
床
程
度
の
過
剰
、
慢
性
期

病
床
で
は
50
床
未
満
の
不
足
と
の
試
算

が
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、
田
川
地
域
の
医
療
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き
取
り
組
み
ま
す
。
な
お
、
公
立
病
院

再
編
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
に
つ
い
て
は
、

田
川
地
域
医
療
機
関
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化

協
議
会
の
事
業
へ
と
発
展
継
続
さ
れ
、

「
地
域
医
療
計
画
」
に
移
し
ま
し
た
。

 

事
業
計
画

　

国
の
医
療
改
革
に
対
応
す
る
た
め

に
、「
行
政
に
対
応
し
た
医
療
の
提
供
」

に
お
い
て
、
地
域
医
療
ビ
ジ
ョ
ン
へ
の

対
応
お
よ
び
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム

の
構
築
支
援
を
挙
げ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

医
療
の
質
を
重
視
し
、「
診
療
」、「
患

者
サ
ー
ビ
ス
」、「
経
営
の
質
」
の
３
本

柱
の
向
上
と
そ
の
評
価
・
測
定
に
取
り

組
み
ま
す
。

 

地
域
医
療
計
画

　
「
地
域
医
療
の
再
生
と
再
編
成
」
や

「
田
川
医
療
圏
の
医
療
環
境
の
向
上
」

を
目
的
と
し
て
、
田
川
地
域
の
各
市
町

村
へ
の
広
域
連
携
の
推
進
要
請
に
努
め

る
と
と
も
に
、
田
川
地
域
に
お
け
る
医

療
施
設
・
病
床
お
よ
び
医
療
従
事
者
の

適
正
確
保
、
ま
た
、
保
健
環
境
の
改
善

へ
の
支
援
に
努
め
ま
す
（
図
３
参
照
）。

［
収
支
計
画
］

　

こ
の
第
２
期
中
期
事
業
計
画
を
円
滑

に
推
進
す
る
た
め
、
平
成
25
年
度
決
算

や
諸
条
件
を
基
に
、
今
後
10
年
間
の
収

支
状
況
の
推
移
を
試
算
し
、
そ
の
う
ち

４
年
間
分
を
収
支
計
画
と
し
て
示
し
ま

し
た
。
こ
の
計
画
で
は
、
平
成
27
年
度

に
経
常
収
支
の
黒
字
化
を
達
成
し
、
以

後
引
き
続
き
経
常
収
支
の
黒
字
化
を
維

持
す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

■
中
期
事
業
計
画
の
実
行
と
評
価

　

第
２
期
中
期
事
業
計
画
に
お
い
て
も
、

実
行
計
画
に
相
当
す
る
単
年
度
事
業
計

画
を
作
成
し
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
組
織

し
た
上
で
実
行
し
ま
す
。
な
お
、
実
行

に
当
た
っ
て
は
、
目
標
管
理
、
業
績
評

価
を
行
い
な
が
ら
、
年
度
末
に
は
目
標

達
成
状
況
を
評
価
し
ま
す
。

術
、
放
射
線
療
法
で
は
が
ん
細
胞
の
み

に
当
て
る
ピ
ン
ポ
イ
ン
ト
照
射
、
薬
物

療
法
で
は
が
ん
細
胞
を
増
殖
さ
せ
る
異

常
遺
伝
子
を
抑
え
る
分
子
標
的
治
療
薬

が
増
え
て
き
て
お
り
、
こ
れ
ら
３
つ
の

治
療
に
加
え
て
、
が
ん
に
よ
る
体
や
心

の
苦
痛
を
和
ら
げ
る
緩
和
ケ
ア
治
療
も

重
要
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
報
告
し
ま

し
た
。

　

さ
ら
に
、
喫
煙
者
は
非
喫
煙
者
に
比

べ
て
肺
が
ん
に
な
る
リ
ス
ク
が
約
20
倍

高
く
、
禁
煙
は
最
も
有
効
・
安
全
・
安

価
な
予
防
策
で
あ
る
こ
と
な
ど
を
述
べ

ま
し
た
。

　

中
西
教
授
は
、
講
演
の
最
後
に
「
世

界
ト
ッ
プ
で
あ
る
日
本
の
が
ん
治
療
成

績
を
今
後
さ
ら
に
伸
ば
し
て
い
き
た
い
。

そ
の
た
め
に
医
療
に
携
わ
る
研
究
者
側

の
努
力
だ
け
で
な
く
、
社
会
の
み
な
さ

ん
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
進
め
て
い
き

た
い
」
と
今
後
の
展
望
を
話
し
ま
し
た
。

市
立
病
院
は
こ
う
変
わ
っ
た

　

就
任
５
年
目
を
迎
え
た
齋
藤
貴
生
田

川
市
病
院
事
業
管
理
者
が
、
市
立
病
院

の
改
革
に
取
り
組
ん
で
き
た
４
年
間
を

総
括
す
る
講
演
を
行
い
ま
し
た
。
今
回

の
総
括
の
目
的
は
、
節
目
と
な
る
４
年

が
経
過
し
た
こ
と
か
ら
客
観
的
な
デ
ー

タ
に
基
づ
き
成
果
と
課
題
を
明
ら
か
に

し
、
そ
の
こ
と
を
市
立
病
院
が
今
後
目

指
す
方
向
に
役
立
て
る
こ
と
で
す
。

　

齋
藤
病
院
事
業
管
理
者
は
、
講
演
の

中
で
、
ま
ず
「
医
療
・
経
営
の
危
機
の

要
因
と
再
生
策
」
に
つ
い
て
述
べ
、
平

成
21
年
度
当
時
、
市
立
病
院
は
２
年
続

け
て
不
良
債
務
が
発
生
し
経
営
破
た
ん

に
陥
っ
て
い
た
こ
と
に
触
れ
ま
し
た
。

そ
の
上
で
、
平
成
22
年
度
に
齋
藤
病
院

事
業
管
理
者
が
就
任
後
、
内
部
・
外
部

環
境
調
査
を
行
う
こ
と
で
、
資
金
の
不

足
、
医
療
資
源
の
不
備
、
医
療
制
度
改

革
へ
の
対
応
の
遅
れ
、
市
民
、
患
者
・

家
族
の
視
点
の
不
備
、
経
営
の
不
備
な

ど
の
要
因
が
明
ら
か
に
な
っ
た
こ
と
に

つ
い
て
話
し
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
市
立
病
院
の
再
生
策
は
こ

れ
ら
の
要
因
を
解
決
す
る
こ
と
で
あ

り
、
そ
の
方
策
と
し
て
、
再
建
計
画
お

よ
び
事
業
計
画
か
ら
な
る
中
期
事
業
計

画
（
第
１
期
：
平
成
22
年
度
～
25
年
度
、

第
２
期
：
平
成
26
年
度
～
29
年
度
）
を

策
定
。
そ
の
中
で
、
市
立
病
院
の
基
本

理
念
と
し
て
「
市
民
の
た
め
市
民
と
と

も
に　

全
職
員
力
を
合
わ
せ　

田
川
の

医
療
を
守
る　

市
立
病
院
を
創
造
し
ま

す　

日
本
の
医
療
再
生
は
田
川
か
ら
」

を
掲
げ
、
再
生
に
向
け
て
進
む
べ
き
目

標
を
明
確
に
し
て
取
り
組
ん
で
き
た
こ

と
に
つ
い
て
解
説
し
ま
し
た
。

　

講
演
で
は
、
そ
の
他
に
「
再
生
策
の

成
果
」、「
医
療
の
再
生
」、「
今
後
の
方

向
性
」
に
つ
い
て
説
明
を
行
い
ま
し
た
。

需
要
に
つ
い
て
は
、
現
在
と
比
較
し
て

も
大
き
な
変
動
が
な
い
こ
と
が
示
さ
れ

た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

■
課
題
の
抽
出
と
中
期
事
業
計
画

　

第
１
期
中
期
事
業
計
画
で
は
、
前
述

し
た
よ
う
に
、
市
立
病
院
の
再
建
が
至

上
命
題
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
内
部
環

境
の
課
題
に
対
し
て
の
み
取
り
組
む
こ

と
と
し
、「
病
院
の
危
機
的
状
況
」
に

は
「
再
建
計
画
」
を
、
ま
た
、「
医
療
・

経
営
の
課
題
」
に
は
「
事
業
計
画
」
を

作
成
し
ま
し
た
。

　

第
２
期
中
期
事
業
計
画
で
は
、
市
立

病
院
が
今
後
地
域
中
核
病
院
と
し
て
の

役
割
を
果
た
し
て
い
く
た
め
に
は
、「
地

域
医
療
の
課
題
」
や
「
田
川
保
健
医
療

圏
の
課
題
」
に
向
け
た
取
り
組
み
が
必

要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
２
つ
の

課
題
に
対
し
て
「
地
域
医
療
計
画
」
を

作
成
し
ま
し
た
。
し
た
が
っ
て
、
第
２

期
中
期
事
業
計
画
は「
再
建
計
画
」、「
事

業
計
画
」、「
地
域
医
療
計
画
」
の
３
つ

の
計
画
で
構
成
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た

（
図
２
参
照
）。

■
第
２
期
中
期
事
業
計
画
の
内
容

 

再
建
計
画 

　

資
金
不
足
に
よ
る
経
営
危
機
へ
の
対

応
、
医
師
の
確
保
、
繰
入
金
の
適
正
化
、

交
通
網
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
引
き
続

課題と計画

第１期の課題と計画
［外部環境の課題］
　地域医療の崩壊
　田川保健医療圏の課題 

［内部環境の課題］
　病院の危機的状況　　

　　→再建計画
　医療・経営の課題

　　　→事業計画

第２期の課題と計画
［外部環境の課題］
　地域医療の課題
　田川保健医療圏の課題

→地域医療計画 
［内部環境の課題］
　病院の危機的状況　　

　　→再建計画
　医療・経営の課題

→事業計画

［再建計画］
１．資金不足による経営危機への

対応
２．医師の確保
３．医療機器の購入
４．繰入金の適正化
５．医療経営体制の整備
６．交通網の整備

［事業計画］
１．地域住民が安心できる医療の

提供
⑴田川地域の医療の確保・補完
⑵住民とともに築く地域医療
⑶医療の質の向上　
　5医療の質の総合評価

→「Ⅱ期新規」
　6診療の質の評価・測定

→「Ⅱ期新規」
⑷患者サービスの向上　　
　2患者サービスの質の評価	

→「Ⅱ期新規」
　3患者満足度の調査	

→「Ⅱ期新規」
⑸病院の基盤整備
⑹教育研修の推進　　　
２．行政に対応した医療の提供
⑴国の医療制度改革
　（平成13～21年度）への対応
⑵「地域医療再生計画」への対応
⑶「公立病院改革プラン」への対応
⑷新たな医療改革への対応

→「Ⅱ期新規」
　1将来予測
　2地域医療ビジョンへの対応

→「Ⅱ期新規」
　3地域包括ケアシステムの
　構築支援	 →「Ⅱ期新規」

⑸医療費抑制政策（平成26年度
～）への対応

⑹会計基準の見直し（平成24年）
⑺県・市医療行政への対応
３．経営の健全化
⑴経営管理体制および機能の向上
　1経営手法の充実
　④ＴＱＣの検討　→「Ⅱ期新規」
　⑤医療機能評価の受審
	 →「Ⅱ期新規」
　2経営管理システムおよび機能
      の充実
　3オペレーション管理体制と機

能の充実　
⑵経営分析の充実　　　　　
⑶経営改善の推進
⑷経営の質の評価  →「Ⅱ期新規」

［地域医療計画］
１．地域医療の再生と再編成
⑴地域医療ビジョンへの対応　　	

→「Ⅱ期新規」
⑵地域包括ケアシステムの構築
	 →「Ⅱ期新規」
⑶田川地域医療機関再編ネット
ワーク化事業の推進
⑷地域医療再生計画の延長要請　
⑸田川市町村の広域連携の推進要
請	 →「Ⅱ期新規」

２．田川医療圏の医療環境の向上
⑴疾患別死亡率の改善　　
⑵田川地域の保健環境の改善　　	

→「Ⅱ期新規」
⑶田川地域の医療施設、病床等の適
正確保	 →「Ⅱ期新規」
⑷田川地域の医療従事者の確保　
	 →「Ⅱ期新規」
⑸他医療圏への患者流出の改善

第２期中期事業計画の主な内容

地方の医療創生は
田川から

田川市病院事業管理者　齋
さ い と う

藤　貴
た か お

生
市立病院では、この度第１期（平成22年度～25年度）に次いで第
２期（平成26年度～29年度）の中期事業計画を策定しましたので、
その主な内容をお知らせします。

市
民
公
開
講
座　

田
川
の
医
療
を
変
え
よ
う

第2期中期事業計画（平成26年度～29年度）
図３

図２


